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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 27日 (2007.6.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 複 数 の 節 輪 が 屈 曲 可 能 に 連 結 さ れ た 湾 曲 管 の 組 立 用 治 具 で あ っ て 、

節 輪 は 、 円 筒 状 の 本 体 と 、 そ の 一 方 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 一 の 耳 片 と 、
他 方 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 二 の 耳 片 と を 備 え て お り 、 第 一 の 耳 片 の 各 々 が リ ベ ッ ト
型 の 軸 部 材 の 軸 を 通 す た め の 貫 通 穴 を 有 し て お り 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 隔 は 一 対 の 第 一
の 耳 片 の 間 隔 よ り も 広 く 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 に 一 対 の 第 一 の 耳 片 を 配
置 可 能 で あ り 、
組 立 用 治 具 は 、 複 数 の 節 輪 が 通 さ れ る ほ ぼ 円 柱 形 状 の ガ イ ド 部 材 を 備 え て お り 、 ガ イ ド 部
材 は 、 軸 部 材 を 案 内 す る た め の 一 対 の ガ イ ド 溝 を 有 し て い る
、 組 立 用 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】 　 ガ イ ド 部 材 は 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 各 ガ イ ド 溝 は 、 ガ イ ド 部 材 を
長 手 方 向 に 延 び て お り 、 ガ イ ド 部 材 の ほ ぼ 全 体 近 く に わ た っ て 延 び て い る 浅 い 底 面 部 と 、
ガ イ ド 部 材 の 先 端 部 分 に 延 び て い る 深 い 底 面 部 と 、 深 い 底 面 部 と 浅 い 底 面 部 の 間 に 延 び て
い る 傾 斜 底 面 部 と を 有 し て お り 、 軸 部 材 は 、 最 初 に ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 溝 の 深 い 底 面 部 に
配 置 さ れ 、 先 端 側 か ら 押 さ れ て 傾 斜 底 面 部 を 滑 り な が ら 移 動 さ れ る こ と に よ っ て 、 傾 斜 底
面 部 の 上 方 に 配 置 さ れ た 節 輪 の 第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 に 軸 が 挿 入 さ れ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 組 立 用 治 具 。
【 請 求 項 ３ 】 　 　

【 請 求 項 ４ 】 　 　

【 請 求 項 ５ 】 　 　

【 請 求 項 ６ 】 　 複 数 の 節 輪 が 屈 曲 可 能 に 連 結 さ れ た 湾 曲 管 の 組 立 方 法 で あ っ て 、 　
節 輪 は 、 円 筒 状 の 本 体 と 、 そ の 一 方 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 一 の 耳 片 と 、 他 方 の
端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 二 の 耳 片 と を 備 え て お り 、 第 一 の 耳 片 の 各 々 が リ ベ ッ ト 型 の 軸
部 材 の 軸 を 通 す た め の 貫 通 穴 を 有 し て お り 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 隔 は 一 対 の 第 一 の 耳 片

複 数 の 各 々

隣 接 す る 節 輪 の

第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 を 通 し て

軸 部 材 の

位 置 決 め 部 材 を 更 に 備 え て お り 、 位 置 決 め 部 材 は 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ
た 複 数 の 節 輪 の 間 隔 を 調 整 す る た め の 間 隔 調 整 部 材 を 有 し て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 立
用 治 具 。

押 さ え 部 材 を 更 に 備 え て お り 、 押 さ え 部 材 は 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複
数 の 節 輪 を 真 っ 直 ぐ に 揃 え る た め の 当 て 付 け 面 を 有 し て お り 、 位 置 決 め 部 材 の 反 対 側 か ら
ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 に 当 て ら れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 組 立 用 治 具 。

ガ イ ド 部 材 は 、 垂 直 に 支 持 さ れ て お り 、 一 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ た 複 数 の
溝 を 有 し て お り 、 こ の 溝 に は 位 置 決 め 部 材 の 所 定 の 厚 さ の ブ レ ー ド が 挿 入 さ れ 、 ガ イ ド 部
材 に 通 さ れ た 隣 接 す る 節 輪 は 位 置 決 め 部 材 の ブ レ ー ド を 挟 ん で 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 隣
接 す る 節 輪 間 に 一 定 の 間 隔 が 与 え ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 用 治 具 。

複 数 の
各 々



の 間 隔 よ り も 広 く 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 に 一 対 の 第 一 の 耳 片 を 配 置 可 能
で あ り 、
　 軸 部 材 を 案 内 す る た め の 一 対 の ガ イ ド 溝 を 有 し て い る ガ イ ド 部 材 に 節 輪 を 通 す 工 程 と 、
　 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 節 輪 の 第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 に 軸 部 材 の 軸 を 通 す 工 程 と 、
　 ガ イ ド 部 材 に 次 の 節 輪 を 通 し 、 そ の 第 二 の 耳 片 を 、 先 に 通 さ れ て い る 節 輪 の 第 一 の 耳 片
に 重 ね る 工 程 と 、
　 こ れ ら の 工 程 を 残 り の 節 輪 に 対 し て 繰 り 返 し 行 な う 工 程 と 、
　 耳 片 と 軸 部 材 を 溶 融 接 合 す る 工 程 と を 有 し て い る 、 湾 曲 管 の 組 立 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】 　 ガ イ ド 部 材 は 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 各 ガ イ ド 溝 は 、
ガ イ ド 部 材 を 長 手 方 向 に 延 び て お り 、 ガ イ ド 部 材 の ほ ぼ 全 体 近 く に わ た っ て 延 び て い る 浅
い 底 面 部 と 、 ガ イ ド 部 材 の 先 端 部 分 に 延 び て い る 深 い 底 面 部 と 、 深 い 底 面 部 と 浅 い 底 面 部
の 間 に 延 び て い る 傾 斜 底 面 部 と を 有 し て お り 、
　 節 輪 の 第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 に 軸 部 材 の 軸 を 通 す 工 程 は 、
　 節 輪 の 第 一 の 耳 片 を 傾 斜 底 面 部 の 上 方 に 配 置 す る 工 程 と 、
　 軸 部 材 を ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 溝 の 深 い 底 面 部 に 配 置 す る 工 程 と 、
　 軸 部 材 を ガ イ ド 部 材 の 先 端 側 か ら 押 し て 傾 斜 底 面 部 を 滑 ら せ な が ら 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 ガ イ ド 部 材 を 回 転 さ せ る 工 程 と を 含 ん で い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 組 立 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】 　

【 請 求 項 ９ 】 　

【 請 求 項 １ ０ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 発 明 は 、 一 面 に お い て は 、 複 数 の 節 輪 が 屈 曲 可 能 に 連 結
さ れ た 湾 曲 管 の 組 立 用 治 具 で あ っ て 、 節 輪 は 、 円 筒 状 の 本 体 と 、 そ の 一 方 の 端
部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 一 の 耳 片 と 、 他 方 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 二 の 耳 片 と を 備 え
て お り 、 第 一 の 耳 片 の 各 々 が リ ベ ッ ト 型 の 軸 部 材 の 軸 を 通 す た め の 貫 通 穴 を 有 し て お り 、
一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 隔 は 一 対 の 第 一 の 耳 片 の 間 隔 よ り も 広 く 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 に

一 対 の 第 一 の 耳 片 を 配 置 可 能 で あ り 、 組 立 用 治 具 は 、 複 数 の 節 輪 が 通 さ れ
る ほ ぼ 円 柱 形 状 の ガ イ ド 部 材 を 備 え て お り 、 ガ イ ド 部 材 は 、
軸 部 材 を 案 内 す る た め の 一 対 の ガ イ ド 溝 を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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隣 接 す る 節 輪 の

各 々 の

位 置 決 め 部 材 は 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 の 間 隔 を 調 整 す る た め
の 間 隔 調 整 部 材 を 有 し て お り 、
ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 の 間 に 、 位 置 決 め 部 材 の 間 隔 調 整 部 材 を 挿 入 す る こ と に
よ り ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 の 間 隔 を 調 整 す る 工 程 を 更 に 有 し て い る 、 請 求 項 ７
に 記 載 の 組 立 方 法 。

押 さ え 部 材 は 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 を 真 っ 直 ぐ に 揃 え る た め
の 当 て 付 け 面 を 有 し て お り 、
ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 の 間 隔 を 調 整 す る 工 程 は 、
位 置 決 め 部 材 の 反 対 側 か ら ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 に 抑 え 部 材 の 当 て 付 け 面 を 押
し 当 て 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 複 数 の 節 輪 を 真 っ 直 ぐ に 揃 え る 工 程 を 更 に 有 し て い る 、 請
求 項 ８ に 記 載 の 組 立 方 法 。

ガ イ ド 部 材 は 、 垂 直 に 支 持 さ れ て お り 、 一 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ た 複 数 の
溝 を 有 し て お り 、
ガ イ ド 部 材 の 溝 に 位 置 決 め 部 材 の 所 定 の 厚 さ の ブ レ ー ド を 挿 入 し 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た
隣 接 す る 節 輪 は 位 置 決 め 部 材 の ブ レ ー ド を 挟 ん で 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 隣 接 す る 節 輪 間
に 一 定 の 間 隔 を 与 え る 工 程 を 更 に 有 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 組 立 方 法 。
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第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 を 通 し て



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
ガ イ ド 部 材 は 、 一 例 に お い て は 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 各 ガ イ ド 溝 は 、 ガ イ ド 部 材
を 長 手 方 向 に 延 び て お り 、 ガ イ ド 部 材 の ほ ぼ 全 体 近 く に わ た っ て 延 び て い る 浅 い 底 面 部 と
、 ガ イ ド 部 材 の 先 端 部 分 に 延 び て い る 深 い 底 面 部 と 、 深 い 底 面 部 と 浅 い 底 面 部 の 間 に 延 び
て い る 傾 斜 底 面 部 と を 有 し て お り 、 軸 部 材 は 、 最 初 に ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 溝 の 深 い 底 面 部
に 配 置 さ れ 、 先 端 側 か ら 押 さ れ て 傾 斜 底 面 部 を 滑 り な が ら 移 動 さ れ る こ と に よ っ て 、 傾 斜
底 面 部 の 上 方 に 配 置 さ れ た 節 輪 の 第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 に 軸 が 挿 入 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 別 の 一 面 に お い て は 、 複 数 の 節 輪 が 屈 曲 可 能 に 連 結 さ れ た 湾 曲 管 の 組 立 方 法 で
あ っ て 、 節 輪 は 、 円 筒 状 の 本 体 と 、 そ の 一 方 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 一 の
耳 片 と 、 他 方 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 第 二 の 耳 片 と を 備 え て お り 、 第 一 の 耳 片 の 各 々 が
リ ベ ッ ト 型 の 軸 部 材 の 軸 を 通 す た め の 貫 通 穴 を 有 し て お り 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 隔 は 一
対 の 第 一 の 耳 片 の 間 隔 よ り も 広 く 、 一 対 の 第 二 の 耳 片 の 間 に 一 対 の 第 一 の
耳 片 を 配 置 可 能 で あ り 、 軸 部 材 を 案 内 す る た め の 一 対 の ガ イ ド 溝 を 有 し て い る ガ イ ド 部 材
に 節 輪 を 通 す 工 程 と 、 ガ イ ド 部 材 に 通 さ れ た 節 輪 の 第 一 の 耳 片 の 貫 通 穴 に 軸 部 材 の 軸 を 通
す 工 程 と 、 ガ イ ド 部 材 に 次 の 節 輪 を 通 し 、 そ の 第 二 の 耳 片 を 、 先 に 通 さ れ て い る 節 輪 の 第
一 の 耳 片 に 重 ね る 工 程 と 、 こ れ ら の 工 程 を 残 り の 節 輪 に 対 し て 繰 り 返 し 行 な う 工 程 と 、

耳 片 と 軸 部 材 を 溶 融 接 合 す る 工 程 と を 有 し て い る 。
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